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研究者を⽀える⼈を⽀えるサービスを⽬指して

国⽴情報学研究所



研究者を⽀える⼈

学内での研究データ管
理の位置付・⽅針決定

研究データ管理規定（ポリシー）

機関リポジトリ運⽤規則（利⽤規程、データの
エンバーゴ/破棄期間の設定等）

情報基盤の整備 ストレージ、機関リポジトリ、認証、
セキュリティ
各⼿続きのためのシステム構築・運⽤
（10年保存（研究者転出等への対応含む）、
公開・⻑期保存、研究評価等向け可視化）

研究データ管理体制 研究データ管理の事務体制
（DMP, 研究データ10年保存）
研究過程における研究データ管理
（データ構造化、管理、説明資料等付加）
研究データ登録・申請⼿続き
（根拠データ、公開データ、⻑期保存データ）
研究データ保存・公開⼿続き（保存・公開前の
内容確認、データ管理情報等の付与）

啓蒙啓発、研修体制 データ管理計画（DMP）作成⽀援

研究データ管理研修
（院⽣・研究者向け、研究⽀援者向け）

研究データ利⽤体制 研究評価・研究戦略策定のための利⽤体制と⼿続

共同研究、産学連携等のための連携体制と利⽤
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⼤学執⾏部 研究推進部

⼤学図書館 研究推進部

情報基盤センター

情報基盤センター

研究推進部

研究者、研究室スタッフ

URA

研究者、研究室スタッフ

⼤学図書館

⼤学図書館研究推進部

⼤学図書館 研究推進部

URA

URA 研究推進部



研究者を⽀える⼈を⽀えるサービスを⽬指して
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研究者 機関

データ共有とクレジット

可視化

トレーサビリティ
⽣産性向上

研究倫理

研究推進
データ共有による研究効率の上昇
資⾦提供元や産業界のポリシー要求を満⾜

研究公正
研究不正を抑⽌・追跡調査できること
研究における疑念⾏為を抑⽌・追跡調査できること

データ管理計画 (DMP) 作成【機密性2・完全性2】

ストレージ、デスクトップ連携【可⽤性2・完全性2】

Wikiの実験ノート化【機密性2・可⽤性2・完全性2】

研究プロジェクト管理【機密性2・可⽤性2・完全性2】

データセットのメタデータ付与【可⽤性2・完全性2】

バックアップ【可⽤性2・完全性2】

データ⼀元管理【完全性2】

研究証跡の保存【完全性2】

研究不正防⽌

研究証跡保存【機密性2・可⽤性2・完全性2】

データアーカイブ【完全性2】

第三者認証【可⽤性2・機密性2・完全性2】

暗号化【機密性2】

メタデータ互換【完全性2】

10年保存対応【可⽤性2・機密性2・完全性2】

著作権、ライセンス管理【完全性2】

RDM基盤構築

RDMサービス（ワークフロー）【機密性2・可⽤性2・完全性2】

研究者を
⽀える⼈



研究データを蓄積する共通のIT環境が必要
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マルチクラウドファイルマネージャー

プレビュー機能

バージョン管理

ディスカッション機能

プロジェクト⽤Wiki

研究プロジェクトでのデータ共有・管理



機関の要件に対応可能な柔軟なストレージ構成
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研究データ管理サービス

機関ストレージ

パブリッククラウド
（プロバイダーDC）

プライベートクラウド
（オンプレミス環境）

WebアプリはNIIが提供

機関毎に準備

拡張ストレージ

パブリッククラウド
（プロバイダーDC）

プライベートクラウド
（オンプレミス環境）

S3互換

S3互換

標準ストレージ
（NIIストレージ）

NII提供

研究室または
プロジェクト毎に準備

機関で利⽤できる拡張ストレージと外部サービスの制御



学術機関のための研究データの証跡管理
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Time 
Stamp

2007.11.
8

10:05:32

時刻認証局
TSA ( Time Stamp Authority )

機関管理

国⽴情報学研究所[Test]
プロジェクトログ

機関ログ

タイムスタンプリクエスト
（データのハッシュ値）

TST ( Time Stamp 
Token )
認証局のデジタル署名



全国の研究者が学認で認証し研究データを共有
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実証実験参加
16機関



学認のキラーアプリとしてのGakuNin RDM

• GakuNin RDMの認証系は学認のみ
のサービス

• 学認フェデレーションへの参加と
GakuNin RDMをセットで紹介

• GakuNin RDMは学認の普及のキ
ラーアプリとなるポテンシャルを
有する

• 実際にGakuNin RDMの導⼊のため
に、まず、IdPを学認フェデレー
ションに登録する事例も
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帯広畜産⼤学

北⾒⼯業⼤学

⼩樽商科⼤学

北海道連合⼤学機構三⼤学連携
オープンイノベーションセンター

3⼤学の研究データ基盤の共通化に
GakuNin RDMを検討中



VOの中核のハブとしてのGakuNin RDM

• GakuNin RDMは学認mAP
(member attribute provider︓グ
ループ機能)に対応予定

• GakuNin RDMでは共同研究グ
ループをVO (Virtual 
Organization: 仮想組織)として
捉える

• GakuNin RDMは学認のVOで
様々な研究ツールにアクセス
できるハブになる

• 例えば同じVOでメーリングリ
スト、Wiki、解析ツール、リ
ポジトリなどが利⽤可になる
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研究グループ作成

学認mAP

GakuNin RDM

VOの管理



学認への期待

• 学認の将来へ向けたリクエス
トしては、VOはInteroperable
（相互互換可能）である必要

• 学認を通じて海外フェデレー
ションに所属する研究者とVO
を組める様になって欲しい

• 産学連携や国研との共同研究
で利⽤できる認証⽅式にも強
い期待

• 学認で推奨される多要素認証
の⽅式等
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VO

VO

海外研究グループ

国内研究グループ

海外研究グループ



研究データ管理サービス
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